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• 残業や定時に仕事を終えるに関して、どのような組織風土や習慣があ
るか、また残業実態について分析する。
• 自社（自部署）の生産性向上に関する目標を作成し、グループで共有す
る。

合計時間

申込締切

実施機関

会場

•半年や1年間のスパンで自分が実現したいことを洗い出し、優先順位を
付けた上で、そのためにやるべきことを、自身が普段使用している手帳
に書き込み予定をブロックする。

「基本項目」 「主な内容」

（３）自分の目標を達成するスケジューリング

（３）最適なスケジューリングについて考える

・時間価値を高めていくセルフマネジメントの考え方を理解し、自身のタイ
ムマネジメント状況を自己採点する。

（２）時間の検証と業務の見直し

• 一日の自身の時間の使い方、集中力・やる気が高い時間についても分
析を行う。
• 自身の担当業務を重要度、効率度の視点から、分析を行う。
• 業務時間の中で、非生産的な事項を洗い出し、回避・縮小・時間変更に
ついて検討する。

• 重要度と緊急度、自身の集中力が高まる時間等を勘案した上で、1週間
の予定、明日の予定を作成演習する。
• どうすればチームで、より早く正確に成果を上げることができるか、段取
りを含むタイムマネジメントを体感する。

（１）タイムマネジメントとは何か？

（１）業務のたな卸しのポイント

• 自身の担当業務について、たな卸しを行い効果度、効率度の視点から
整理・分析を行う。
• 業務時間の中で、非生産的な事項を洗い出し、回避・縮小・時間変更に
ついて検討する。

（２）組織的な生産性向上のための策を検討する

※訓練時間には昼休憩の60分を含みます。

受講料　（円）

定員　（名）

訓練時間

訓練日程

コース番号 209

9:30～16:30

20

3,300

コース名 業務効率向上のための時間管理

久留米商工会館（久留米市城南町15-5）

一般社団法人日本経営協会九州本部

2023年7月13日

2023年7月27日

コース基本情報

コースのねらい
限られた人員で最大限の成果を上げることによる労働生産性の向上をめざして、客観的に仕事の進め方を分析すること
で、仕事が進まない原因を取り除き、業務の効率化・スピード化を促進できる仕組みづくりを行うための知識を習得す
る。

講
義
内
容

1 タイムマネジメント手法

2 時間管理とタスク管理
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申込締切

実施機関

会場

講
義
内
容

「基本項目」 「主な内容」

（３）職場での業務改善を進めるために

（３）業務改善の留意点

人間や正社員、また自身がやるべき業務、そのために必要とされるスキ
ルが変わるなど、自身を取り巻く環境変化について分析する。

（２）業務改善の進め方・展開の仕方

業務改善の基本的な考え方、業務改善の具体的な展開（流れ）を整理
し、思いつきの改善でなく効率化を図るための基本的な展開について演
習を通して体験する。自身の担当業務を重要度、効率度の視点から、分
析を行う。

業務改善を進めるにあたり、業務の目標が明確になってない、何のため
に業務をしているのかが明確になってない場合が多く、この点をしっかり
と踏まえない限り、改善すべき問題がずれてしまうことを理解します。

（１）内外外部環境の変化

（１）業務改善演習「私たちの職場の業務改善を考える」

実際に私たちの業務プロセス等を事例に、ロジックツリーによる問題の構
造化、改善案の検討により、グループに分かれ、具体的な業務改善手法
を経験する。また、クリエイティブシンキング（水平思考）による業務改善
の発想法についても演習する。

（２）グループ発表

各グループでの演習成果を発表し、参加者全員で問題意識の高揚、具
体的な対策を共有し、今後の職場での業務改善を促します。

※訓練時間には昼休憩の60分を含みます。

受講料　（円）

定員　（名）

訓練時間

訓練日程

コース番号 210

9:30～16:30

20

3,300

コース名 成果を上げる業務改善

久留米商工会館（久留米市城南町15-5）

一般社団法人日本経営協会九州本部

2023年8月16日

2023年8月30日

コース基本情報

コースのねらい 生産性向上に資する業務改善の目的と必要性を理解し、改善の視点と具体的な進め方を習得する。

1 業務改善と業務の可視化

2 業務改善手法

合計時間

今後、業務改善を職場で進めるために必要な心構えを再確認して明日
への行動変容の意識づけを行います。
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合計時間

※訓練時間には昼休憩の60分を含みます。

受講料　（円）

定員　（名）

訓練時間

訓練日程

コースのねらい 生産管理を理解し、生産現場の問題を発見、解決できる知識、技能を習得する。

「基本項目」 「主な内容」

講
義
内
容

1 生産活動の基本

・生産活動における付加価値とは
・生産性を上げるとは
・生産性向上のアプローチ

（３）生産現場の問題とは　～問題発見・解決能力向上～

・問題意識の持ち方
・問題発見能力>問題解決能力
・生産現場における問題解決のステップ
・なぜなぜ分析（５回のなぜの留意点）

（４）演習　～問題発見能力の向上～（グループワーク）

「問題発見・問題解決能力の向上」
　事例から「問題＝気づき」は何か、その問題を解決する為の「改善のポ
イント」、またそれを通しての「改善の原理・原則」を体感する

コース番号 211

9:30～16:30

20

3,300

コース名 生産現場の問題解決

大牟田商工会議所（大牟田市不知火町1-4-2）

一般社団法人中部産業連盟

2023年6月30日

2023年7月14日

コース基本情報

（１）ものづくり企業の現状と課題
・ものづくりの大変革期
・ものづくり企業を取り巻く環境

（２）製造業のしくみと付加価値

2 現状分析とムダの発見 （１）現状分析

・現状把握の重要性
・現状把握の進め方
・現状把握のキーファクター「時間値」の考え方

（２）ムダとは何か

・なぜムダが発生するのか？（ムダ発生のメカニズム）
・ムラ？ムリ？ムダ？
・７つのムダ

3 生産現場の改善 （１）生産性向上と改善

2.0

・生産性を上げるとは
・改善の着眼点

（２）演習　～ムダの発見～（グループワーク）

「模擬ライン(VTR)による動作改善」
VTRによる模擬ラインでのものづくりを分析する。動作改善の着眼点を中
心にムダを抽出して、具体的な改善案と予想される効果の提案までを行
う
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